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1 はじめに
近年，ソフトウェアは大規模・複雑化する一方で，納期の

短縮イヒ，コスト削減，品質の向上が求められている [3].ソ

フトウェアの品質や開発の生産性を向上させるための一つ

の手法としてエラー分析がある.本研究では，エラー分析

の支援を目的として，信頼性の高いエラーデ}タを収集す

( 1毘数，修正時間，各エラー毎の平均修正時間)を表 lに示

す.表 1から，インターフェースエラ}が多く作り込まれ

たことがわかる.また，偶数は少ないが，クラス階層(の設

計誤り)についてのエラーの修正に多くの待問を要してい

ることが確認できる.

まとめるためにデータ入力を半自動化したエラーデータ収集ツ- 5 
1レを試作する.

エラーデータ収集ツールを試作した.今後の課題として

は，収集したデータを分析するための機能(例えば，統計処

理)を充実させること，チームによるソフトウェア開発に対

応できるようにすることなどがある.

2 エラー分析
エラー分析とは，ソフトウェアの開発段階や利用段階で

発見されたエラーについて，その原因や混入過程の分析を

行ない，その結果にま毒づいて開発環境を改善することによ

り，エラーの再発を防止する手法である (1].エラー分析を

行なうには，信頼性の高いデータの収集が必要となる;

しかし，実際にはエラーデータの収集には，多くのコス

トがかかることや収集したデータが正確でないことが多い

という問題点が指摘されている.この原因としては，データ

収集の経験が少ない開発者がエラー収集を行なうというこ

とやデータの収集が基本的に手作業で行なわれるというこ

とが考えられる.データ収集をできるだけ自動化したツー

ルの開発が必要となってきている.

3 エラーデータ収集ツール

3.1 収集データ

エラ}の発見，修正に関連するレビュー作業，テスト作

業，デバッグ作業の各段階における作業時間の情報，発見/

修正されたエラーの原因，エラーの場所，エラーの内容，修

正内容等を収集対象とする.

3.2 ツーjレの概要

Windows95 Jこで動作するツールを MFC(クラスライブラ

リ)を用いて， C+十で実装した.プログラムのサイズは約

7000行である.ツールの実行爾頭の一例を図 lに示す.こ

の例では，デバック作業中に，エラーを検出した時の情報

の入力が行われている.

4 適用例

ツールを日本ユニシス株式会社の新人研修における C++

プログラム開発演習に適用し，エラー分析を行った [2].こ

の演習では;8チームがそれぞれ，酒屋問題プログラムを

Visual C++開発環境を用いて作成した.エラーの分類結果
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図1:エラーデータ収集ツールの画面仔u

表1:エラー分析例

91 
1355 104 

3 722 241 
3 36 12 
6 396 66 
5 470 94 
2 55 28 




